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0,1,は.じめに
以下本稿 で指摘 してお こ うとす ることは,こ のごろの大学生(1,2年
生)に 語学 を教 えて いる者 な らだれセ も気づ いてい ることであ り,ま た嘆
いてい るこ とで もあ り,な ん ら新 しい知見 とい う類 の ことではない。そ う
い うこ とを書 いて貴重 な紙画 を使 うのは気 がひける ことでは あるが,に も
かかわ らず,こ こに書 きとめ てお くのも,1980年代,1990年代の 日本 の大
学語学教育 の実態 レポー トの一つ として残 してお くことは意味 のあ ること
と考 え,あ えてペ ソを とった次第である。
0.2.なに と比較 しての 「この ごろの大学生 」か
本稿で言及す るこの ごろの 「大学生」 とは私 の接 してい る早稲田大学 と
慶応 義塾 大学の文科系 学生たちのことであ り,特 に英語英文学専攻の学生
の こ とにつ いて述べ るものではない。
また 「この ごろの」大学生 とい う時,こ れ は以前の大学生 と比較 して と
い うことであるが,こ の以前 とはいつ ごろの ことであるか と言 うと,そ れ
は1960年代 と1970年代前半 のことであ り,当 時 私は国立夫学 で教えていた
のであ った。その ころ一 般に言われ,ま た私 自身 も実感 していた ことは,
国立大学 の学 生のほ うが総 じて真面 目であ り・私 大の学生のほ うは玉石混
濡 であ り,遊 び型人間 も多 く,目また変わ り者の学生が少 しい る,と い う状
況 であ った。 したが って本稿 で述べる比 較 とい うものは,も ともと学生 の
性格 の タイプがちが うところがある集 団 ど うしを較 らべ ている ところ もあ
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り,そ の点は ご了承 いただ ぎたい。
1.r偏 差値」と学生の教養度は関係 ない
早 大生(慶 大生)は 受験産業的には偏差値 がきわめて 高い ことにな って
い て,昨 今は東大生や京都大学生 とほぽ同 じレベルであ る と言わ れ て い
る。 しか し偏差値の高 さ と,学 生の教養度 な り教養志 向度 とはあ ま り関係
ない,目と言 って差 し支え ない。偏差値 が高い ことにな ってい る私 の教 えて
いる学生たちの教養 レベルはあま り高 くな く,そ の教養志向度 もたい して
強 くない よ うに思え る。
私 が中根千枝,ル ース ・ベ ネデ ィク ト,ニヒ居健郎,池 田 潔,木 村尚三
郎,山 本七 平な どの諸氏の比較文化的 な著書を紹介 して も,以 前の学生な
ら,著 者名 と書名 を メモ していた ものの,い まは メモを とる者はあ ま りい
ない。 そ うい う本を買 って読む気 もないのであろ う。
2.「試険に出る～」的学習態度・
私たちが昔高校を受験 したころは,官立高校はみな10数倍あ り,それも
かなり出来るもののみが受験 していたので,受験の競争度 ・過激度はいま
の比ではなかった。 しか しその頃はr試験に出る英語」目式の参考書は刊行
されていなかったので,み なかな り部厚い英語の参考書,そ れも英文解釈,
英文法,英 作文(和 文英訳),入によづては更に総合英語と,3冊か ら4
冊 の参考書を塗 りつぶすよ勃と読み,ま た調べながら勉強のノー トを作っ
ていったものである6英 単語や英語熟語につぎ調べたことを写 していった
研究 ノ～トがなん冊にもなづたものである。
それがいまは 「試験に出る英語」式の参考書や,予 備校編の受験英語教
本 によって英語を勉強してくるので,そ の範囲での偏った英語知識しかも
っていない ものが多いのである。英語の未習事項にあ うと自分で調べてい
る うちに関連事項の存在 も知 り得 て自分の英語の知識が体系化 しそれだけ
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深 くな るとい うこともいま どきの学生には あま りない ようであ り,彼 らの
英 語知識は実に浅薄な もの となっている と言 え よう。
3.映 像文明に悪影響 された大学生たち
よ く指摘 され るよ うに,い ま時の大学 生はテ レビ時代 の産物 である。 日
本の テ レビの落 着 きのない子 ども向け番組,回 転 の速い コマーシャル,正
解 は どれか,と せ まる短絡的な クイズ番 組,こ うい う類 の映檬 に長年浸 っ
ていた子の性格はそ うい うタイプのものにな っていた として も不思議は な
いo
一 方 マソガを読みす ぎ,こ れまた落着 きのない,そ して考え ることを さ
せ ない コγ ピューター ・ゲームに打 ち興 じてきた子 どもは過度 の刺激 に し
か反応 しない人間に なって しまってい る。外国語 に接 して そこに好奇心を
もった り,自 か ら調べ てなにかを発 見 した り,そ れに感動 した りしに くい
人間 になってしまっている。
明治期は もち ろん のことそ の後,そ して1970年代 ぐらい までは まだあ っ
た外 国語 に対す る地味 な興味 と勉強の努 力 とい うものは近 年はす っか り薄
れ て きてい る。 そ うい う努 力をす るにはい ま時 の学生た ちに形成 されて し
まった性格 は適 していない とも言 えよう。
4.勉 強以外 のことで忙 しすぎる大学生たち
この ごろの大学 生で教養課程の英語の授業の予習を して こない者が増 え
て き宅い る。教師が 当てると,「や って きま目せんで した。」 と言 って別 に悪
びれてい る様子 もない。なぜや ってこなか ったか,と 尋ね ても,だ いたい
はただ黙 ってい るだけ である。 しか し教室 の外では割 りと親 しく口を ぎく
学生 たちとの話を通 じて知 り得た ところか ら想像す ると,彼 らは放課後や
晩は教科 の勉強 とか読 書な どで忙 しい くしてい るわけ では な く,そ れ以外
の ことで忙 しくしている よ うである。 それ は例 えばサ ー クル活動 社交,
一34一
デ ー ト,遊 ぶためのお金 を稼 ぐための アルパイ トな どである。
5.飽 食文化時代では外国語習得の動機は弱い
よく指摘 されているように,日本はなん年か前か ら経済大国になってい
て,その結果 日本人は飽食時代に暮 していて,親 は子どもたちには特にな
に不自由ない生活をさせたいと願い,(住居が狭いとい うことはあっても)
いいものを食べ させ,い いものを着 させている傾向がある。その うえしつ
けも厳 しくなく,塾通いをしな くてはならぬことな どを除いては自由奔放
に生きてきたいま時の若者は自己中心的な ところがあ り,更には自国中心
的なところがある,と言えよう。 しか も大学入試合格 とい う彼らにとって
の一大事業を達成 してしまった後では,外 国語の力をつけて自分の可能性
の幅を拡げようとか,外 国語を通 して外国文化と文明のことを知ろ うとし
た明治初期 の若者たちや,敗戦後数年間のあのきび しい時代に若者であっ
た者たちほど,外国語学習の動機づけ とい うか刺激が強 くないのである。
なるほど英語の力をつけてTOEFL試 験(留 学生英語力試験)の 点を
上げ,で きたら英語国の大学へ留学 したいと努力 している学生もいないこ
とはないが,そ れはほんの一部の学生である。また 「国際化時代における
英語」とかr国 際語としての英語」などと言われていて も,それはかけ声
にしかすぎず,い ま時の大学生には馬の耳に念仏である。
6,選択肢型入試英語問題からの影響
近年の大学入試の間題は(な にも英語に限ったことでは ないが),受験
の倍率が高い ということもあって,入試問題の タイプが,採点の際の便宜
という見地か ら,で ぎていることが多い。つまり,いわゆる選択肢型出題
である・私が前から指摘 しているように,この種の英語問題は英語の基礎
知識と英文の解読力,作 文力なり表現力を見るのには適 していないのであ
る。その点旧制高校や旧制高専のころの英語入試問題は白紙の用紙の上に
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訳文を書いてい った り・ 英文を書い てい ぐりで・英語 の解読力 な り作文力
を見 ることがで ぎたのであ る。
更に昭和20年代 の旧制 高校や旧制高専の英語入試 では どこで も ヒア リ.ン
グや デ ィクテーシ ョンが あ った(東 京地 区ではず高,東 京 高,成 腰,成 城,
武蔵 ・一橋・外語・東京 高等師範 などみなそ うであった)。.したが っ て 私
どもの受験英語 の勉強は結構音声英語面 も意識 して のものであ った。当時
はオープン 。り一ル式の テープ 。ヒコーダーが輸入 され始 めたばか りで,
多 くの学校に さえまだ}台 もない時代であった。 しか し一般 に旧制中学校
の英語教師はわた したち に よくデ ィクテーシ ョンを して くれた し,ヒ ア リ
ソグの真似事 もして くれていた。
そ こでいま時 の大学 生に大学入試英語で合格点を とった に して も,基 礎
英語力がな くとも,ま た英語 の作文力 がな くとも,ま た ヒア リング(リ ス
ニング)の 力 がな くとも,英 語 を聴いて書 ぎとる力がな くとも大学 に入学
して くることができるシス テムになってい る。
現 に私が教え てい る大学 生顔ちで,基 礎英 語力が ない,英 語 の発音が悪
い,簡 単 な英語が聞 き とれない,し たが って書 ぎとれない者がわ んさ とい
るのである。だか ら簡単 な英語対話がで ぎな くとも当然であ り,と てもコ
ミュ→ケー7ヨ ンと しての英語言語行動 などをさせ ることはで ぎに くいの
である。私の早大(慶 応大)に おけ る1年 生英語,2年 生英語 は,こ うい
う面 の学習 も加味 した ものであ り,そ のため受講生諸君 に も喜 ばれ てはい
るもの の・実は も う大 学生 になっていると・宇学校・ 高校(更 には予備校
な ど)で 質の よくない英語 と学習ス トラテ ィジーが身 につ いて しまってい
るので,も うい まさら手遅れ とい った思 い炉す るし、 こ うい う学生に一 度
身について しまった不 適切 な英語知識 をと り除 き(unleam),改めて学び
直す(releam)ことを させ るのは教 えるほ うも学ぶ ほ うも大変 な努力 を必
要 とす るのであ る。
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7.ノ ー トもきちん ととれない大学生
撰 業を受講 してい るあ る学生が ノー トを とっていなか ったか らと言 って,
そ のことだけで ことの善 し悪 しを云 々す る ことはできない。授業 内容 の こ
とを既に よ`知 ってい るので ノー トを ≧る必要 のない ものもい るか も知れ
ない し,ま た ノー トを とらな くとも次 々と頭 に入 ってい く学生 もい るか も
知れ ない 。 しカ.・し実際 はそ うい う学生はめ っにいない もので,授 業で当て
てみて も答え られない し,ま た時 々す るテス トの出来 もよ くな い の で あ
る。要す るに こうい う学隼 は後 日だれか友 達の とった ノー トを僻 りてコピ
ー してや ろ うとい う魂胆 なのである。怠惰 であ るとい うこともあろ う。結
局 は受講 す る際の心掛けが よくないgで あ る。
もっ ともただ ノー トを とっていれば よい もので もな い。一般 に言 って女
子学生は男 子学生 よ りまめに ノー トを と.ってい る。 しか し詳細な ノー トを
とってい た学生が必ず しもそのためにそ の科 目の出来が よい,と い うこと
も言い切れ ないこ とも承知 してい る。
学生 の とっているノー トを授業中なに気 な く学 生の間を まわ ってい る時
に のぞい てみ ることがあるが,要 領 よくとれている もの とそう でない もの
が ある。 それに この ごろの大学生は私が英語で言 っている部分 においてそ
れが ぎち ん と聞 きとれてない もの,ま たそれを ど う綴 るのが知 らないもの
が多 くな って きてい るよ うであ る。
私は授業 中,基 礎的な内容や 日常的 な内容を英語で表わせ るか どうか見
るために,学 生の ノー トにそ うい う英文を 書かせ るこ とを よ くす る。ほ と
ん どが中 学英語の レベルの よ うなものであ るが,早 大,慶 応大 とも一 クラ
ス(40人前後)の うち きちん とできるものは3,4名 しかいない し,だ れ
もで きない こともあ る。そ うな ってい るの も,半 分は学 生たちの責任であ
るととも.に,半分は 日本の中高校で のゆがんでい る英語教育の責任 でもあ
るので,こ こで とやか く言 ってみ て も仕方 のない ことであ る。いま指摘 し
て おきた い ことはそ うい うこ とではな く,別 の ことで ある。学 生は ノー ト
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に 自分が書いた間違 った英文を,み な消 しゴムで消 して しま って,代 りに
そ こに私の与えた適切例を書 くのである。 自分が間違 った ところを後で研
究 した り反省す るために も,自 分が間違 った ところは,赤 ペ ソを入れ るな
り,赤 線を引いておけぱ よいのであ って,な に も消 して しま うこ とはない
のである。私な どは家で母か らも,ま た旧制中学校では英 語の担 当教 師か
らも,自 分 の間違 った ところは消 ゴムで消 して しまわない ように しつ け ら
れた ものであ る・そ して これ は大変 よい ことなのであるが,そ れ では 自分
の ノー トが真赤 にな って しま うとい うこともあ って,な にご とも恰好 ばか
り気にするい ま時 の学生 は自分の問違 った英文 を消 し去 って しま うのであ
ろ うか・ とにか くそ うい う大学 生がふえて きている。
なお私 の英語 の授業の4月 の新学期の最初の2,3回 の授業時に なに も
ノー ト用紙を もって こない学生 の数が近年増 えて きてい る。教材の プ リソ
トの余 白や行間に書 ぎこんでいた学生たちは,そ の うちそれでは とて も書
ききれ るものではない ことが分 って多 くの学生は ノー ト用紙を もって くる
よ うになるものの,た ぶん英語 の時間は行間や余 白に書げばいま まではす
んでいたためで あろ うか。 とにか くこの ごろの学生 の勉強の態度 や道 具だ
てが よくない,と も言え よ う。
8.英 語の授業に英語辞書を もってこない学生が増えてきている
以前は1,2年 次の英語の授業,つ ま り専門 レベルの英語 の授業 でな く
とも,英 々辞典を もって きて随時引いていた学生 も少数 はいたが,こ の ご
ろはそんな学 生はほ とん ど見 かけ'なくなった。 しか しいまはそ うい うレベ
ル の話ではな く,た とえ英和 辞典であろ うと,英 語 の授業 にそれを もって
こない学生の数が増えて きてい るのである。
一 つには私 の英語 の授業 はユ ニー クなことを していて,英 文を読 んで訳
してい く類 の授業 ではない とい うこともあって学生たちは英語 の辞書 を も
ってこない とい うこ ともあ り,ま た仮 りに もって ぎてい て も,現 行の英語
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辞書では必要な学習英語情報の記載が不足 しているため,結局は役立たな
い,と い う事情もあっての乙とかも知れない。
9.日 本 語能 力に問題のある学生が増 えてきている
私は なに もい まの大学生の漢字 の知識 が少ない,な どとい うことを改め
て言お うとしているのではない。彼 らの 日本語の語感 のなさ,そ して表現
力 の低 さな どのほ うが問題なのである。 その うえいつ も仲問 うちだけで コ
ミュニケ ーシ ョンしてい るため,整 った言葉のや りと りが でぎない ものが
増 えて きてい る。そ うい う母(国)語 の土台は,第 二言語 を載せ るに して
は あま りに軟弱である と言いたい。
社会 と家庭内の言語環境が劣悪化 しつつ あ り,テ レビっ子,映 像型人間,
ゲー ム ・プレー人問にな って しまってい て本を あま り読 まないので,日 本
語 の適 切 な語彙や表現がイ ソプ ッ トされず,ま た小学校や中学校 の不適切'
な国語教 育を経 て きてい るので,大 学生 の 目本語能力は低下 してい く一方
であ る。
そ うい う貧弱で,ぎ ちん とした 日本 語で豊かな コ ミュニケーシ 璽ンをす
る気 もない大学生に第 二言語であ る英語 の知識 と能力を伸ば し,同 時に英
語に よる コ ミュニケーシ ョン練習 をさせ よ うとしても,労 多 くして効少な
し,と い うところであ る。
日本 の小学校,中 学校 な どでは 目本語に よる作文の教育におい て発想 の
秩序化,文 章の構成 と展 開,効 果的 な表 現の使 い方,な ど とい うものは,
英米や7ラ ンスにおけ る母国語教育 とは違 って,ほ とん ど教えていない。
こ うい うい ま時の学生 に英文で 自己表現 させ よ うとしても うま くい くはず
もない。
10.表現すべき話題をもたない大学生たち
大学生に英語でいろいろ表現させるに先たって,まず 日本語で表現させ
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てみると露呈して くることは・そもそも彼らは表現すべ ぎ気の利ヤ・た内容
をあまりもちあわせていないよ うなのである。
近年は日本の学校の菓語教育を自己説明型,自 己主張型,更 には 日本説
明型,発 信型の英語教育にすべ きであると言 う識者が増えて.ぎている。.し
か しそもそも生徒や学生たちは,彼 らの日常の国語生活ではそ うい うζと
をする必要もな くきていて,そ の点西欧文化における言語生活 と大いに異
なる。 したがっていま時の大学生は表現すべき内容・発信すべぎ内容とい
うことで常婦自己充実をはかってきたわけではほとんだない。 これは先の
項 日,1,2で 指摘しておいた内容 ともかかわっていることであり,中高
校以来あまりにも上級学校の入学試験の科 目とその試験内容を意識 し,そ
れ以外のことを軽視した勉強をしてきた報いでもある。このごろの大学生
の一般常識,一般教養,更 には 自国文化についての知識や分析力は非常に
貧弱なもの.となってしまっている。そういう貧弱な内容しかもっていない
大学生に気の利いた内容を外国語で表現することを期待してもどだい無理
なのである。
11.授業中質問をしない大学生たち
昔私たちが大学生であったころは,授 業中その内容についてなにかと教
授に質問したものである。(その際教授か ら納得のい く答えを得た か ど う
かは別の問題である)。その後国立大学助教授にな った時,私 の大学生た
ちは(いわゆる地方大学の学生であったが)割 りとよく質問 したものであ
り,担当教師である私のほ うも(こちらも自分の勉強なり研究の刺激やき
っかけになるので)な るべ く質問するように うながしたものである。
先年のことであるが,同 じ内容のものを早大と東大(本 郷)で一年を通
して講義したことがあるが,早稲田の学生たちは終始黙って講義を聴いて
いたのに対 し,束大の学生たちは毎時間のように私に質問を浴びせたもの
であ り,その受講態度の違いに驚し.・たものである。このごろの東大 の学生
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た ちがまだ こ うか,そ れ ともも う早大,慶 応大 の学生 たち と変 らな くな っ
て しま ったか ど うかは知 らないが,た ぶん東大 の学 生たち も変質 して しま
ったのではないかo
私 がいつ も 「ど うして質問 が出 て こない のか」 と言 うと,あ る時一人の
学 生が興味深い ことを言 った もの で あ る。r中学や高校 の英語 の時間に教
師 に質問す ると,教 師か らいや な顔を された り,答 えて くれなか った もの
です。 それでず っときて,い まに なって質問を しろ,質 問を しろ,と 言わ
れ て も,私 たちは当惑するだけです …」
12.授業 中当っても黙 りこくってい る夫学生が増えている
私 の英語 の授業では多.くの学生が席順 に よらず・ どん どん指名 され反応
す るように求め られ る。然るべ く反応 で きない学生は 「忘れ ました」 とか
「分 りませ ん」 とす ぐ言 って降 りる ことが求め られてい る。 さもない と時
間 の無駄 にな るか らである・ ところが,こ の ごろの大学生 とぎた ら,指 名
されて もただ黙 りこ くってレ.・るだけの ものが増 えてきていて,本 当に仕末
に負えないのであ る。 また隣 りの学生 か ら助け てもらお うとそのほ うを見
るのである・学生 と してはまった くい やな性格 の人間 になって しまってい
る と言いたい。 この同 じ人物が放課 後のサ ークル活動(ク ラブ活動)と い
うことになると活 き活 きと喋 りまくっている,と 思 うと腹が立 って くるし,
そ うい う学生の ことを憐れ な存在 と思 うものであ る。
***
以上本稿でわれわれ語学教師は次第に変質 してきているこのごろの大学
生を相手にしなくてはいけなくなっていること,そ してこれはもう語学教
育以前の問題であることを具体的に示 したつもりである。
(文学部 兼任講師)
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